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2025 年６月13 日（金） 

16 時 30 分～18 時 30 分 

名古屋教務所議事堂 
＊名古屋別院境内東側 

 

講師 

箕浦 暁雄氏 

みのうらあきお    

（大谷大学教授/古代インド仏教思想） 

 

聴講料：５００円 

★教師陞補のための聴講証発行対象研修 

主催／問合せ＞＞名古屋教区 教化センター 

でんわ０５２・３２３・３６８６ 

メール 7 5 8 c e n t e r @ g m a i l . c o m  

公式 HP「お東ネット」 教化センターSNS 

『観無量寿経』にある「是旃陀羅」の語

について、真宗大谷派では、学習テキス

ト『御同朋に生きる』を発行するなど、

その課題に取り組んでいる。 

テキストの第一章は古代インドの身分

差別成立の歴史から始まる。そこで語

られるのが「業思想」である。この課題

は、カースト制を考えるには避けては

通れない。釈尊は身分差別を批判し、四

姓平等を説かれた。 

釈尊が業をどのようにとらえ、説かれ

たのか、ともに学びましょう。 
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真宗大谷派名古屋教区 
教化センター公開講座 

「是旃陀羅問題」学習テキスト 

『御同朋を生きる』
を 

深ぼりする 

ご
う 
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そ
う 


